
 

 

 

 

 

 

 

 いよいよ明日はチャレンジテスト！準備を万全に、いざ、勝負！  

【令和３年度 中学生チャレンジテスト】 

＊目 的 ： ・大阪府教育委員会、市町村教育委員会及び学校が、生徒の学力の状況をつかむこと 

で、教育の成果と課題を明らかにし、今後の教育にいかします。 

        ・生徒のみなさんが、自分の学習の到達状況を正しく知ることにより、自分の学力に 

         目標を持ち、また、その向上への意欲を高めます。 

        ・大阪府教育委員会が、調査結果を使って、大阪府公立高等学校入学者選抜の調査書 

に記載する評定が、公平性の高いものであるかどうかを確認する資料を作成し、市 

町村教育委員会と学校に提供します。（大阪府教育委員会配布資料より） 

＊日 程 ： 令和４年1月13日（木） 

＊時 間 ： 50分×5限（①国 ②社 ③数 ④理 ⑤英） 

※50分のうち、開始5分で用紙の配布などを行い、残りの45分でテストを行いま 

す。なお、当日は通常の時程と同じですので、定期テストのように予鈴は鳴りませ 

んので注意してください。 

＊持ち物 ： HBまたはBの黒鉛筆（シャープペンシルも可）・消しゴム・直定規（下図参照）・ 

コンパス 

※ボールペンは使用できません。また、分度器や分度器機能付き定規の使用は認め 

られていません。なお、忘れた場合の貸し出し、貸し借り等は不可です。 

 

 

 

 

 

＊諸注意 ： ・登校後、出席番号順に着席する。 

・机の中には何も入れない。また、机の両側にはカバン以外何もかけない。 

・朝学活時、個人番号シール票への名前等の記入とアンケートを行うため、予鈴まで 

に必要な筆記用具を机の上に置き、着席しておくこと。 

        ・個人番号シール票は一日を通して一人が同じ物を使用します。万が一他の人の物を 

使用した場合、正しく判定ができませんので、くれぐれも注意してください。 

        ・休み時間に教室を出るのはトイレのみとし、次の時間の準備をすること。 

・日ごろの実力が発揮できるよう、体調を万全にしてのぞむこと。 

・絶対に遅刻をしないこと！（時間の延長は認められていません。） 

・できる問題から解答していく。分からない問題に長時間こだわらない。 

・最後まであきらめず、一問でも多く記入することを心がける！「個人戦」ではなく 

「団体戦」であることを忘れない！空欄はできるだけ作らないこと！ 

・欠席した場合、後日の受験はありません。 

体調が万全でなかったり

遅刻をしてしまったりし

て普段の実力が十分に発

揮できない場合は、自分達

にとって不利になる可能

性があります！ 

遅刻した場合は必ず職員

室に立ち寄って先生から

の指示を聞いてください。 

直定規の例 
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直定規として認められ

ない物の例 

（分度器機能がついて

いる物等） 


